
 7月は、発熱したお子さんが多かったです。夏風邪が流行する時期です。 

 症状があるときは、受診をお願いいたします。 

 

 

 
ほけんだより  

８月号 
暑いと体力が落ちて、食欲がわかないことや、冷たい物ばかりを食べてしまうことがあります。 

暑さに負けない体づくりをするためにも、しっかりとご飯を食べられる工夫をしましょう。 

 
2025年7月31日 

企業主導型保育所 
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保健課 

夏かぜ 

大人の夏かぜは症状が穏やかな場合が多いのです

が、子どもの場合は症状が重くなることがありま

す。プールを介して感染することが多い「プール

熱」や、口内炎のできる「ヘルパンギーナ」、手・

足・口に水ほうができる「手足口病」などは、子ど

もがかかりやすいウイルス性の夏かぜの代表格で、

症状の変化に注意が必要です。高熱が出て嘔吐など

が見られる時は、医療機関を受診しましょう。予防

法は、冬場とあまり変わりません。部屋の乾燥を防

ぎ、手洗いをしっかり行い、ビタミンＣをしっかり

ととって規則正しい生活を心がけましょう。 

寝冷えに 
気を付けましょう 

クーラーを使用する時期となり、冷やし

過ぎなどによる寝冷えが増えています。

クーラーや扇風機は様子を見ながら止め

るようにしましょう。また、パジャマは

汗を吸収しやすい綿やタオル地の物を着

せ、上着はズボンの中に入れます。寝る

時は、お腹にタオルケットなどをかけま

しょう。 

汗の出る穴が詰まり、皮膚の内側に汗が溜ま

って炎症が起こる症状で、細かく赤い発疹が

出ます。綿などの吸湿性・通気性のある衣服

を選んで、汗をかいたらこまめに拭き、衣服

を着替えさせるのが一番の予防法です。シャ

ワーや沐浴など、スキンケアで治まることも

ありますが、かゆみがある時は、冷たいタオ

ルで冷やすなどして、なるべくかかないよう

にしましょう。ステロイド系の外用薬がひど

くなったあせもには有効です。 

あ せ も 室内の温度調節 

室内にいても熱中症になることがありま

す。クーラーをじょうずに使って温度調節

をしましょう。扇風機も一緒に回すと、空

気が循環して、室内の温度が一定に保たれ

ます。また、お昼寝の際には、室内でも日

陰になる場所を選び、クーラーや扇風機の

風が子どもの体に直接あたらないよう、工

夫しましょう。設定温度は、27～28℃が

適温と言われています。 

また、乳児のお昼寝の場合は、時々手足を

触るなどして、冷え過ぎていないかどうか

をチェックしましょう。 


